



　本年度海外出張旅費の支給を受け, フィラデルフィアで開催されたCognitive Developmental 













　筆者がスピーカ とーして参加したシンポジウムでは, 他にUniversity of WashingtonのAnna 
Waisman, Yale UniversityのLaurie Santos, MITのPaul Muentenerが登壇し, 指定討論
者は同じくMITのLaura Schulzが務めた。いずれも当該分野では多くの業績をあげている面々
であり, トー クの内容もそれぞれに大変興味深いものであった。筆者はThe associative basis of 
























が示され, causal Bayes netと連合学習の両方の観点からこれらの結果を統一的に説明すること
の困難さについて報告した。フロアからは, 「哲学する赤ちゃん」というタイトルで著書の邦訳もある
Alison Gopnikから質問や示唆をいただくことができた。指定討論では, 「道具使用を含み, 因果
関係の理解の証拠と思われる研究は多いのに, 因果性そのものの研究はなぜ進まないか」という
テーマでシンポジウム全体をカバーする議論が行われ, フロアを含めて活発な議論が行われた。
　今回, 畑違いかと思われるCDSに参加して, 筆者としては大変によい刺激を受けることができた。
筆者が現在も興味を持っている因果推論に関して多角的な視点で議論することができたことも有意
義であったが, なにより認知発達という分野の研究者に対して筆者が行っている研究がどのように受
け取られるのかを経験できたことが大きかった。心理学とは極めて幅の広い学問であるが, その内
実は細分化や専門化が進み, 別の学会で何がトレンドなのか把握することすら困難な状況である。
本プロジェクトが掲げる「融合的心理科学」という目標から考えると, このような別分野の学会に参
加して様 な々交流を持てたことは, プロジェクトの主旨にも合致する大きな成果であった。
